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〔要 約]明治 9 (1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレ γス (ChristianJaco b 
Ermerins:亜爾蔑聯斯または越が蔑日連斯と記す， 1841 -1879)による講義録， w原病皐各論 巻五』の原文の一
部を紹介し，その全現代語訳文と解説を加え，現代医学と比較検討した.また，歴史的事項，時代背景について









第20章原病皐各論巻五消化器病編(つづき) 磨」および「咽後腫蕩」である(図 1~6). 
ここに，それらの全原文と全現代語訳文とを記し，
明治の初期に，オランダから来日した，医師エルメ 解説および現代医学との比較を追加する.また，一部
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では， 口腔， p因頭，舌根部などにある扇桃群について，
扇桃の名があるのは， w扇桃腺(口蓋扇桃， Tonsil)~ 
だけで，その他の部位の扇桃には， 1"単嚢状腺」とい
う名が付けられている 2) また， 1"鼓室」は『鼓室





Eustachio : 1520 -1574)はイタリアの解剖学者で，





















































































また， í甘末」は『塩化第一水銀 (Hg2C12)~ のこ
とで，これは，内服すると，アルカリ性の腸管内容物
によって，昇末(塩化第二水銀， HgC12)に変化して，




(Potassium) :カリウム (Kalium)~， i規尼浬」は
『キニーネ (Quinine)~ の当て字である 4) 
また， í明磐」は r ミョウパン (Alumen)~ のこと
で，これは，硫酸アルミニウムと，アルカリ金属など
の硫酸塩との複塩の総称で，一般には『アルミニウム・
カリウム・ミョウバン[A12(S04) 3 + K2S04 .24H20J~ 
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を指している.また， I結葬Jは『コウパン』のことで，
これは， W硫酸亜鉛 (Zincisulfas ; ZnSO 4・7H20)j] 
を指している.この 2者には，いずれも，収数作用
(蛋白凝固作用)があり，消炎剤，止血剤などとして
使用された 5) また， I栴那」は『センナ (Senna)j] 
の当て字で， これは，マメ科の潅木で，その葉にエモ
ジン (Emodin;アントラキノン誘導体)を含むので，
植物性下剤として用いられている 4.5) また， I苦水J
は『マグネシア@マグマ (Magnesiamagma) j]のこ
とで， これは，水酸化マグネシウムを， 7--._，8.5%含



































「格羅諜酸Jは『クロム酸(Chromicacid: H2 CrO 4) j] 
の当て字である 6) また， ここに出てくるヨード溶液
は，ルゴール液とも呼ばれるもので，これは，フラン

























































































































































































































































ことを強調している. ここで， I裁腺器」とは， ~扇桃
切除器 CTonsillectome)~を指すのであろうが，当
時，大阪公立病院で，どの様な器械を使用していたか











ている 7.8) また， ここで， I加里Jは『カリウム
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